
特集

COVID-19が流行しない社会を目指す
社会医学・環境衛生学の視点から

19 世紀のコレラの世界的な流行は公衆衛生の成立に大きな影響を与えて
いますが，公衆衛生だけでなく微生物学，免疫学，薬学を大きく発展させる
ことにつながりました．それまで，医学と言えば解剖学，生理学，病理学の
総称でしたが，コレラ以降，微生物学，免疫学，薬学，そして生命科学へと
変貌しています．現在，医薬品を手にし，微生物を遺伝子や蛋白質のレベル
で解明できる時代になっています．そして天然痘の根絶に成功しています．
ところが，その後登場してきた後天性免疫不全症候群(HIV 感染症)，エボ
ラ出血熱，腸管出血性大腸菌感染症，ノロウイルス感染症，重症急性呼吸器
症候群(SARS)などに対しては必ずしも適切に対処できているとは言えませ
ん．生物学的に微生物を解明してもまた新たな微生物が登場するという厳し
い現実に直面させられています．

そのため WHO は国際保健規則を全面改正しています．日本は感染症の
法制度を刷新し，さらに毎年改正を続けています．感染症に対処するための
社会システムや制度の構築に力を注ぐ必要性が高まっています．しかし，現
在流行している COVID-19 に医学や法制度だけで十分な対応ができている
とは言えません．実際に行われている手段や対策は，医学や医療が未発達で
あり COVID-19 のような感染症に対処できない時代につくられた古典的な
ものが多くを占めています．例えば，衛生行政や検疫システム，飲食店の取
り締まり対策はかつてのコレラ対策をきっかけにつくられたものです．ま
た，日本の保健所体制は結核の流行に対処するためにつくられたものです．

医薬品(ワクチンを含む)がない時代にどのような社会システムをつくり感
染症に対処してきたのかを振り返り，それを再構築，再強化することが必要
です．新興感染症のパンデミックには医学以外のさまざまな領域の社会の総
力を結集する必要があります．

本号は，感染症が流行しない社会とするための課題について分野横断的に
考えてみる必要があると考え，企画させていただきました．

(「公衆衛生」編集委員会)
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